
令和７年１月 五所川原市

五所川原市中心市街地活性化ビジョン



目 次

１ 策定の趣旨（経緯・目的）   ・・・ １ページ
２ 本ビジョンの考え方      ・・・ ２ページ
３ 将来推計人口         ・・・ ３ページ 
４ 対象区域及び期間       ・・・ ４ページ
５ 中心市街地の状況や特徴    ・・・ ５ページ
６ 中心市街地全体の将来像・方向性及び方策
                 ・・・ ７ページ
７ ゾーンごとの特徴・課題・方策 ・・・ ９ページ
８ 将来像に向けた機能・施設   ・・・１５ページ
９ 推進体制           ・・・１６ページ

《資料》
１ 「駅前周辺に関するアンケート調査結果」
   五所川原市商工会議所 賑わい創出特別委員会実施
                 ・・・１７ページ
２ 駅前周辺の活性化に向けた要望書  
   五所川原商工会議所
                    ・・・２５ページ 



 本市は、かつて農業生産の中心地として栄え、特に駅前周辺を含む中心
市街地は、交通基盤整備等の充実により、農海産物等を中心とした流通拠
点として発展し、五所川原駅を利用する県内外からの来訪者を呼び込む拠
点として形成されています。

 それに対し現状は、廃業施設に加え建築物の老朽化が進み防災性が低下
するなど中心市街地にありながら高度利用が図られていないこと、土地区
画整理事業において整備済みの「大町二丁目地区」との連続性・回遊性が
希薄になっていること、来訪者の集客施設不足等が課題となっており、令
和２年からはそこに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が追い打ちを
かけ、活力低下の傾向が強まっています。
 中心市街地の活力低下は、域内消費の規模縮小や郊外化の流れなど、ラ
イフスタイルや商業環境の大きな変化が主な要因であると考えられ、今後
の役割を見直す必要があります。

 以上のことから、本市では、令和５年７月に五所川原商工会議所で設置
した「駅前賑わい創出特別委員会」において整理された市民アンケートの
意見や同会議所からの要望を踏まえたうえで、「五所川原市中心市街地活
性化ビジョン」として、概ね１０年後を見据え、中長期的にその周辺に波
及効果をもたらす中心市街地の将来の姿をまとめ示すこととしたものです。

１ 策定の趣旨（経緯・目的）
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２ 本ビジョンの考え方
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 本市中心市街地においては、市民の生活を支える行政や医療、公共交通
などの都市機能が概ね整備されており、観光客や県外のビジネス客などを
誘引する際に必要となる観光施設やホテル、飲食店なども立地しています。
 中心市街地のエリア価値は、地域資源を最大限に活かすことで更に魅力
を増し、本市の持続発展につながるものと考えられます。

 生活圏・経済圏をともにする五所川原圏域２市４町（五所川原市・つが
る市・鯵ヶ沢町・深浦町・鶴田町・中泊町）は、通勤や通学、通院、買物
など生活のあらゆる面において結びつきが強固であり、圏域の人口減少・
少子高齢化が進む中、これまでにも増して、圏域全体の魅力を高め、定住
人口、交流人口の維持・拡大に向けた取組を進めていくことが重要となっ
ています。
 人口減少・少子高齢化にあっても、本市の中心市街地を今後も圏域の拠
点として次世代に引き継いでいくため、生活意識が大きく変化した現代に
柔軟に対応し、将来にわたり持続可能な形で都市機能を保全していく方策
が必要と考えられます。

 こうしたことから、本ビジョンは、市の最上位計画である「五所川原市
総合計画」と整合を図りながら、中長期的な視点で中心市街地の将来像を
設定し、官民が連携して、中心市街地活性化に取り組むため策定するもの
です。
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３ 将来推計人口

 五所川原市総合計画の人口推計結果より、2040年（令和22年）の人口は、
当市では35,921人、五所川原圏域全体では77,679人となり、令和2年と比較
してそれぞれ15,494人（30.1％）減少、42,791人（35.5％）減少すると予
測されています。
 さらに、高齢者人口の割合は、2040年（令和22年）には当市全体の
49.1％、当圏域全体の52.0％まで上昇することが見込まれています。

2020年
（R2年）

2025年
（R7年）

2030年
（R12年）

2035年
（R17年）

2040年
（R22年）

増減
（R2年－22年）

五所川原市 51,415 47,459 43,605 39,763 35,921 △ 15,494

つがる市 30,934 28,046 25,202 22,514 19,974 △ 10,960

鰺ヶ沢町 9,044 7,975 6,990 6,093 5,257 △ 3,787

深浦町 7,346 6,325 5,392 4,547 3,788 △ 3,558

鶴田町 12,074 10,650 9,589 8,531 7,548 △ 4,526

中泊町 9,657 8,413 7,242 6,173 5,191 △ 4,466

計 120,470 108,868 98,020 87,621 77,679 △ 42,791

                出典：国立社会保障・人口問題研究所（令和５年12月）
                 ※五所川原市については五所川原市総合計画人口推計結果による

出典：五所川原市総合計画
3

（人）



（１）対象区域
 本ビジョンでは、人口減少・少子高齢化の進展を見据えた本市のまちづ
くりの方針を示す「五所川原市立地適正化計画」において、市民生活を支
える都市機能の維持促進を図る「市民交流拠点区域」及び街なか居住者の
維持促進を図る「街なか居住区域」内にある、五所川原駅・立佞武多の
館・つがる総合病院・五所川原市役所を含むエリアを「中心市街地」とし
て設定します。

４ 対象区域及び期間

（２）期間
 本ビジョンは、概ね１０年後を見据えた、中心市街地の今後のまちづく
りの方向性と将来の姿を示すものとします。
 また、社会情勢の変化や市の総合計画との整合を図りながら、必要に応
じて概ね５年ごとに見直しをするものとします。

五所川原市中心市街地活性化ビジョン 対象区域図
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５ 中心市街地の状況や特徴

分野 中心市街地の特徴等

居住

【強み】
・公共交通の利便性が比較的高く、病院や市役所のほか、郵便局や金融

機関などの都市機能が集積している。
・区画整理事業により都市基盤が整備されており、良好な居住環境が形

成されている。
【弱み】
・居住者の減少とともに高齢化が進んでいる。
・将来的に人口密度の低下とさらなる高齢化が進むと考えられるため、

衣食住の環境整備が求められている。

子育て

【強み】
・徒歩圏内に病院や保育施設、学校が存在している。
【弱み】
・駐車場を併設した広場・公園等がない。

健康・医療

【強み】
・つがる総合病院をはじめとする医療機関が集積している。
・市役所や保健センターが立地しており、相談しやすく、サービス提供

を受けやすい。

福祉

【強み】
・公共交通の利便性が比較的高く、高齢者や障がい者等の多様な人々が

訪れやすい。
・市役所や地域包括支援センターが立地しており、相談しやすく、サー

ビス提供を受けやすい。
【弱み】
・多様な人々が交流できる場所が不足している。

雇用・ビジネス 【弱み】
・テナントビル等の老朽化で、企業誘致が見込めない。

商業

【強み】
・空き地・空き店舗が多いため、新規参入が容易である。
【弱み】
・空き地・空き店舗が点在しており、イメージダウンとなっている。
・郊外大型店舗への消費流出が顕著である。

○中心市街地の状況
 圏域の中心市としての役割を担う本市の中でも、JR五所川原駅、津軽鉄
道津軽五所川原駅、弘南バス五所川原駅前案内所などが集積し、圏域の交
通結節点となっている駅前周辺を含む中心市街地には、つがる総合病院、
市役所本庁舎、立佞武多の館などのほか、圏域内外の来訪者が利用する飲
食店及び宿泊施設が立地しており、圏域の交流拠点として更なる賑わいの
創出が期待されています。
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分野 中心市街地の特徴等

観光

【強み】
・当市の観光資源である「立佞武多」を通年体感できる環境が整っ

ている。
【弱み】
・観光客等を受け入れる宿泊施設等が不足している。
・情報発信の不足等により、観光資源の強みを生かし切れていない。

飲食

【強み】
・人口に対し、夜間営業の飲食店が比較的多く、広範囲にわたり立

地している。
【弱み】
・自由に飲食できる空間やカフェなどが不足している。

学び

【強み】
・徒歩圏内に教育施設が多く存在しており、公民館や市民学習情報

センターも立地している。
【弱み】
・図書館やふるさと交流圏民センターまでのアクセス手段が少なく、

利便性が低い。

交通

【強み】
・五所川原駅があり、鉄道やバス網が整備され、公共交通の利便性

が比較的高い。
・駅前は、鉄道・バス・タクシーの結節点となっている。
【弱み】
・施設のユニバーサルデザイン化が進んでいない。
・駅周辺の駐車場が不足している。
・冬期間、駅前は雪により車道が狭くなることや送迎車の路上駐車

により、通行に支障が生じている。

都市基盤

【強み】
・病院や市役所のほか、郵便局や金融機関などの都市機能が集積し

ている。
・区画整理事業により都市基盤が整備されており、エリア内の一部

に融雪構が整備されている。
【弱み】
・公園・広場が少なく、イベントに利活用できる場が不足している。
・安心・安全に市街地を回遊するための整備が一部不足している。

6



 本市では、人口減少及び高齢化の進展を見据えて、つがる総合病院、市
役所本庁舎、立佞武多の館のほか、圏域内外の来訪者が利用する駅や飲食
店が立地する中心市街地の特徴を活かし、圏域の拠点として中長期的にそ
の周辺に波及効果をもたらす空間づくりを目指すために、以下３つの観点
から、中心市街地全体の将来像・方向性及び方策の内容を示します。

６ 中心市街地全体の将来像・方向性及び方策
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７ ゾーンごとの特徴・課題・方策

 本ビジョンでは、中心市街地の将来像の実現に向けて、それぞれの立地
環境や特徴を活かし、「交通機能強化ゾーン」「集客機能促進ゾーン」
「観光・交流・防災機能強化ゾーン」「商業機能促進ゾーン」「飲食環境
促進ゾーン」の５つのゾーンを設定し、各ゾーンが連携して連続性や回遊
性を生み出し、賑わい創出に取り組んでいきます。

9

【ゾーン設定の考え方】

【ゾーン全体図】

 交通機能強化ゾーン    公共交通機能が集積して交通結節点となっていることから、行政と関係機関
で協議を行い、交通結節機能の強化に向けて検討する必要がある。

     

 集客機能促進ゾーン    駅前に位置しており公共交通の利便性が高く、空き地や空き店舗が集積して
おり、民間事業者による集客施設等の開発整備の検討に適している。

   
観光・交流・防災機能

強化ゾーン  
 土地区画整理事業により基盤整備され、当市の観光・交流拠点施設である

「立佞武多の館」が立地しており、防災機能を備えた広場も併設されている
ため、さらなる機能強化の検討に適している。

     

 商業機能促進ゾーン  
 周辺に住宅が密集していることや、つがる総合病院・立佞武多の館が立地し

商機があることに加えて、商業施設等が立地できる規模の空き地・空き店舗
が集積しており、民間事業者による開発整備の検討に適している。

     

 飲食環境促進ゾーン    中心市街地の広範囲にわたり飲食店が立地しており、来訪者に飲食サービス
を提供できる環境が整っている。



１ 交通機能強化ゾーン

【特徴】
●ＪＲ五所川原駅や津軽鉄道津軽五所川原駅、弘南バス五所川原駅前案内所などが集積し、交

通結節点となっている。
●駅から徒歩圏内に市役所や病院のほか、郵便局及び金融機関などが立地している。

【課題】
●公共交通施設の老朽化が進み、安全性向上やユニバーサルデザインなど交通結節点の機能強

化が求められている。
●公共交通機関の利用客や送迎時の駐車スペースが不足している。

【方策】
●交通結節点としての機能強化や、駅東エリアからのアクセスの向上を検討し、中心市街地に

人が集まり、回遊しやすい環境づくりを目指します。
●市内各所や市街地内へのアクセスの向上に向けて、路線バスの系統の見直しや乗継環境の向

上、駐車場・駐輪場の整備など、広域や市内各所から人が集まりやすい環境づくりを目指し
ます。

●交通事業者が関係施設を整備・更新する際には、国の支援制度を活用しながら支援策を検討
します。 
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【アンケート結果に基づき、ゾーン内に想定される施設・機能等】
 新駅（東西連絡通路・交通機関の連続性等含む）、駅前広場、図書館、駐車場、送迎時の駐

車スペース等



２ 集客機能促進ゾーン

【特徴】
●駅前から大町二丁目地区までを結び、駅前大通りに面して店舗が立ち並ぶ集客エリアである。
●駅前に位置しており、公共交通の利便性が高い。
●集客施設建設を検討できる規模の空き地や空き店舗が存在している。

【課題】
●空き地や空き店舗の増加に加え、建築物の老朽化が進み、駅前エリアにも関わらず土地や建

物の高度利用が図られておらず、賑わいが低下している。
●駅前地区と土地区画整理事業で整備した大町二丁目地区との連続性・回遊性が低い。
●駅前に位置し、公共交通の利便性が高いものの、観光客やビジネス客を受け入れる宿泊施設

や集客機能のほか、多様な人々が交流できるスペースが不足している。

【方策】
●市民や民間団体による空き地や空き店舗などを活用した各種イベントや創業等を市が支援し、

広域や市内各所から人が集まり、大町二丁目地区周辺を含めて回遊できる環境づくりを目指
します。

●民間事業者が開発整備する際に、国の支援制度を活用した支援策を検討し、参入しやすい環
境づくりを目指します。 
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【アンケート結果に基づき、ゾーン内に想定される施設・機能等】
 商業施設、宿泊施設、マンション、高齢者施設、育児施設、娯楽施設、運動施設、
 レンタカー施設、飲食店、コンビニ等



３ 観光・交流・防災機能強化ゾーン

【特徴】
●大型観光施設（立佞武多の館）があり、通年の観光スポットとなっている。
●立佞武多の館に併設して、防災機能を備えた広場が整備されている。
●土地区画整理事業により、安全に観光や滞在できるよう基盤整備を行っている。
●立佞武多の館北側に市営の大型駐車場が整備されている。

【課題】
●大町二丁目地区は、土地区画整理事業により基盤整備されたものの、空き地が目立ち、賑わ

いが不足している。
●大型観光施設（立佞武多の館）が観光スポットとなっているものの、長時間滞在してもらう

魅力的な環境が整っていない。
●土地区画整理事業で整備した大町二丁目地区と駅前地区との連続性・回遊性が低い。

【方策】
●今後予定している立佞武多の館のリニューアルを経て、立佞武多を制作・展示するだけの大

型観光施設ではなく、「世代を超えて市民が交流できるコミュニティ拠点」として新たな賑
わい空間を目指します。

●圏域の観光拠点施設として、立佞武多に限らず年間を通して圏域の観光情報を広く発信する
ほか、防災情報等を発信する機能強化を目指します。

●市民や民間団体による空き地や広場などを活用した各種イベントや創業等を市が支援し、市
内各所や広域から人が集まり、駅前周辺を含めて回遊できる環境づくりを目指します。 
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【アンケート結果に基づき、ゾーン内に想定される施設・機能等】
 地域のイベントができる広い空間



４ 商業機能促進ゾーン

【特徴】
●商業施設建設を検討できる規模の空き地や空き店舗が集積している。
●周辺に民間駐車場が存在している。
●周辺には、つがる総合病院や立佞武多の館が立地し、住宅地が広がっている。

【課題】
●長年、旧デパート跡地の利活用の動きがなく、賑わいが低下している。
●土地区画整理事業で整備した大町二丁目地区との連続性が低い。
●中心市街地及びその周辺では、居住者の高齢化が進む中、商業店舗が減り続け、日常的な買

い物が難しい環境となっている。

【方策】
●市民や民間団体による空き地や空き店舗などを活用した各種イベントや創業等を市が支援し、

広域や市内各所から人が集まり、大町二丁目地区周辺と連続した賑わいづくりを目指します。
●民間事業者が開発整備する際に、国の支援制度を活用した支援策を検討し、参入しやすい環

境づくりを目指します。 
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【アンケート結果に基づき、ゾーン内に想定される施設・機能等】
 商業施設



５ 飲食環境促進ゾーン

【特徴】
●中心市街地の広範囲にわたり飲食店が立地している。
●中心市街地の広範囲にわたり、駐車場が存在している。

【課題】
●自由に飲食できる空間やカフェなどが不足している。
●新型コロナの影響により飲食する機会が減少し、収束後も以前のような賑わいを取り戻せて

いない。

【方策】
●民間事業者による空き地や空き店舗を活用した創業等を支援する市の補助制度の周知や相談

体制を強化するほか、新たな支援制度を検討するなど、中心市街地における飲食環境の維持
促進を図ります。

●商工会議所や関係団体等が企画した飲食関連イベントやSNSによる飲食店の紹介等を支援し
ながら、それぞれの設定ゾーンにおける方策と連携して中心市街地への来訪者や滞在時間の
増加による域内消費の拡大を目指します。
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【アンケート結果に基づき、ゾーン内に想定される施設・機能等】
 飲食店、コンビニ、ゆっくり時間を過ごせるオシャレな飲食空間等



８ 将来像に向けた機能・施設

 中心市街地エリアにおいて設定した５つのゾーンごとに特徴や利用者を
イメージして、当市が思い描く将来像に向けた機能や施設を整理しました。
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ゾーン   利用イメージ   将来像に向けた機能や施設
（＊既存の機能・施設を含む）

         

 交通機能強化ゾーン
  通学、通勤、通院    駅舎、バス・タクシー乗り場、待合場所、駐車場
       
  観光、ビジネス    駅舎、バス・タクシー乗り場、観光案内

         

 集客機能促進ゾーン

  観光、ビジネス    宿泊施設、駐車場、レンタカー、コンビニ
       
  居住    高齢者向け集合住宅、マンション、コンビニ
       
  交流・イベント    小公園
       
  休憩    小公園

         

 観光・交流・防災機能
強化ゾーン

  観光    観光施設、観光案内・情報発信、駐車場
       
  交流・イベント    広場、遊び場、情報発信
       
  緊急避難    避難スペース、防災設備、災害情報発信

         
 商業機能促進ゾーン   買い物    スーパーマーケット
         

 飲食環境促進ゾーン   観光、ビジネス
その他来訪者    飲食店、飲食スペース



 本ビジョンの実現に向けては、行政及び地元商工会議所をはじめ、市民、
民間事業者、不動産所有者などの関係者が中心市街地の将来の姿を目指し、
連携して取り組んでいく必要があります。
 そのため、中心市街地の賑わい創出に向けて、それぞれの関係者が情報
共有や意見交換しながら、民間が事業展開できる環境を整えていき、さら
には試行的なものを含めて様々な取組を実施できるよう、市と五所川原商
工会議所が連携して支援し、両輪となって推進していきます。

９ 推進体制

●イメージ図
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市民・民間事業者 
不動産所有者など

五所川原商工会議所五所川原市

情報共有

意見交換
連携・支援



《資料》 
１ 駅前周辺に関するアンケート調査結果
       五所川原商工会議所 駅前賑わい創出特別委員会実施
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《資料》 
２ 駅前周辺の活性化に向けた要望書  五所川原商工会議所
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